
信号ケーブル

加圧ホース

移動貯蔵タンク定期点検装置
NZ84 タンクインスペクタⅡ
「加圧」・「計測」・「制御」が一体化した計測モニタ部。

設置・準備が容易になり、小型・軽量を実現！

※標準で5、8、9槽用を取り揃えています。



特　長

システム構成

● 同一トランク形状で、５槽用と８槽用と9槽用を品揃えしました。
一体構造により、ホース等の接続箇所が減り、設置・準備が容易です。 
トータルで小型、軽量となり、据付けスペースの減少、移動が容易です。
● 従来機種NZ80を使用しているお客様は、センサ部・加圧ホース・信号ケー
ブルは互換性があり活用できます。
 使用品の老朽化状況に合わせて、部分更新が可能です。
● 検査プログラムは、従来通りの操作性を引継いだ上で改善を図りました。
 計測の応答性の向上、予備試験判定の改善により時間短縮を実現。
● 構成機器の見直しにより信頼性、保守性を高めました。

NZ８４ タンクインスぺクタⅡは、タンクローリなどの移動貯蔵タンクの漏れ点検を行う装置です。
タンクローリーの漏れ検査は5年に1回以上実施するよう法令で定められています（消防法
第14条の3の2）。試験方法は、消防法危第33号（平成16年3月18日付） “移動貯蔵タンクに
係る漏れの点検実施要領”に基づいた試験方法の中で、ガス加圧法で行います。
ホストコンピュータの画面プログラムに沿って操作し、提出書類の作成（A4サイズ）まで行えます。
単車輌複槽数及び複数車輌の同時点検が可能です。

容易で正確な計測が可能な、
トランク一体形構造の移動貯蔵タンク定期点検装置̶NZ84

タンクに取付け、圧力・上部
温度・下部温度を測定し
NZ84本体に伝送。

電源入力 電源出力

1槽 2槽 3槽 4槽 5槽 6槽 7槽 8槽

100VAC max. 2A

供給圧力

max. 1MPa

排気

センサ

タンク圧力

タンクインスペクタⅡ　移動貯蔵タンク定期点検装置
RS-485

通信モニタ

電源スイッチ
電源モニタ 止弁

開

止

非常停止 元圧

元圧設定 タンク供給圧
設定

タンク供給圧

通信機器
ケーブル RS-485 計測モニタ部

窒素ボンベ

元圧ホース

電源ケーブル

100VAC

1MPa以下

排気

減圧弁

ホストコンピュータ

USBプリンタケーブル

または、無線

USB
プリンタ

正 面

背 面

信号ケーブル

加圧ホース

NZ84 タンクインスぺクタⅡ



機器構成・製品仕様

移動貯蔵タンク定期点検装置
NZ84 タンクインスペクタⅡ

  項　目  仕　様　内　容  外 観 写 真

パソコン・プリンタ部 ・ホストコンピュータ：Windows10、7 
  ・プリンタ：Ａ４サイズ、カラープリンタ 

計測モニタ部 

 本　体 5槽用、8槽用、9槽用   

 通信方式 USB～RS-485 変換   

 供給圧力 1MPa 以下   

 元　圧 1次減圧：設定範囲　0～1MPa   
  リリーフ圧：約 0.3 MPa   

 タンク供給圧 2次減圧：設定範囲  0～0.1MPa   
  タンク圧力供給口：5、8、9 槽口   

 センサ入力 4～20mADC：3点/槽 （圧力、上部・下部温度）   
  大気圧センサ：0～100kPa abs.   

 供給電源 100VAC±10％（50/60Hz）、250VA以下   

 使用温度範囲 －10～50℃   

 使用湿度範囲 10～90％RH （結露しないこと）   

 外形寸法 570（Ｗ）×290（Ｈ）×450（Ｄ）mm   

 質　量 約24kg（5槽用）、約26kg （8槽用）、約27kg （9槽用）  

 付属品 ・電源ケーブル（5m）   
  ・通信変換器 （中継ケーブル付）   
  ・元圧ホース（5m）：ボンベ用減圧弁側ネジ径：G1/4   

センサ部

 形　式 ● NZ88-100   

 圧力センサ 圧力レンジ：0～25kPa  / 出力：4～20ｍＡＤＣ 2線式   
  タンクの各槽の圧力を計測   

 温度センサ 温度レンジ：－10～50℃ / 出力：4～20ｍＡＤＣ   
  タンクの各槽の上部と下部の温度を計測   
  センサのリード長さ調整可   

 小形圧力計 圧力レンジ：0～0.1MPa   

 安全弁 設定圧力 0.024MPa   

 コック 加圧導入口の開閉   

 取付ネジサイズ、 G2BとG2 1/2B  付属ネジアタッチメント M75   
 他 ネジ材質：SUS304   
  大小パッキン付   
  質量：約 4.1 kg   

 センサ収納ケース ● NZ84-F40   
    アルミトランクケース   
   寸法：595（W）×377（Ｈ）×190（D）mm   
   センサ部を2セット収納可能   
   質量：約 6.3 kg （ケースのみ）

   

ホース・ケーブル類 

 加圧ホース ● NZ84-F21   
    内径Φ8×外径Φ12   
   長さ：14ｍ   
   両端クイックカプラ   
   日東工器製：85PNG、200-85SNG   

 信号ケーブル ● NZ84-F31   
   外形Φ7.1   
   長さ：14ｍ   
   両端コネクタ   
   七星科学製：NJW-207-PM8   

コック

安全弁
小形圧力計

圧力センサ

温度センサ

センサ2個収納時外　観



プログラム構成と特長

ホストコンピュータ

成績表
ファイル

検査プログラム
保存

起動

本体
計測モニタ部

通信

参照

成績表作成
機能

事業所コード表
プログラム

点検機能

点検フローに沿った視覚的に解り易い操作！

検査プログラム
・点検機能
初期設定、予備試験～加圧処理～漏れ検査ま
で全自動または手動で各試験が行えます。

・成績表作成機能
様式第32号の項目を設定後、様式第32～34
号報告書を作成しプリント、ファイル保存が出
来ます。
事業所コード表プログラム
成績表作成のとき事業所名、所在地をコード
No.で入力出来ます。

ＮＺ８４タンクインスペクタⅡは、複数車輌同時点検プログラム（検査プログラム）と事業所登録コードプログラム（事
業所コード表プログラム）の２つのプログラムで構成されています。

①初期設定画面
予備試験開始前に試験槽数、
車輌No.、容量、液種を設定し
ます。
設定された内容は、以後の試験
及び成績表作成のデータとして
反映されます。

■メニュー画面
検査プログラムを起動した時に最初に表示される画面です。
検査フロー図の各ボタンをクリックすると各画面に移動し、説明・設定・各試
験等を行うことができます。「全自動検査」ボタンにより、予備試験から漏れ
検査まで、自動で行うことも出来ます。

④加圧処理画面（本加圧）
各槽間の差圧が5kPa以上に
ならないように制御しながら、
約20kPaの試験圧力まで自動
加圧します。

⑤漏れ検査画面
各槽の漏れ検査を自動で行い
ます。平均温度、計測圧力、補
正圧力（温度・大気圧で補正）、
降下量を表示し、自動判定しま
す。
試験後に各槽毎の詳細データ
を確認することができます。

⑥成績表作成画面、
　他の成績表関連画面
漏れ検査終了後は、「成績表」ボ
タンをクリックし成績表作成画
面に移行し成績表を作成します。
実施結果報告書、実施結果一
覧表、実施データ及び経過表を
自動で作成します。

②予備試験画面
タンク各槽を密閉後に加圧せず
圧力が安定状態になっているか、
10分間の予備試験を行います。
各槽の圧力降下量を表示し、自
動判定します。

③予備加圧画面
試験圧力20kPaに上げる前に、
予備加圧として約5kPaまで全
槽同時加圧し、その後に予備の
漏れ検査を行います。

①

③② ④ ⑤

⑥

移動貯蔵タンク検査システム



タンクインスペクタⅡ　移動貯蔵タンク定期点検装置
RS-485

通信モニタ

電源スイッチ
電源モニタ 止弁

開

止

非常停止 元圧

元圧設定 タンク供給圧
設定

タンク供給圧

電源入力 電源出力

1槽 2槽 3槽 4槽 5槽 6槽 7槽 8槽

100VAC max. 2A

供給圧力

max. 1MPa

排気

センサ

タンク圧力

移動貯蔵タンク定期点検装置
NZ84 タンクインスペクタⅡ

成績表（様式第32～34号）画面

外形寸法・外観主要名称

様式第32号　 (第27条関係)

移動貯蔵タンク定期点検実施結果報告書

  消防法第14条の3の2に基づく、移動タンク貯蔵所の定期点検のうち、移動貯蔵タンクの気密構造(水圧試
験に係る部分)に係る異常の有無を確認しましたので、次のとおり報告いたします。

危険物

施　設

事業所名

所在地

タンク検査済証番号 第 検査年月日 年 月 日

タンク最大容量 L タンク槽数

様

点検実施事業者

年 月 日

点
検
実
施
者

 氏  　 名

講習修了証番号

危険物取扱者免状

点検実施年月日

点 検 方 法

年 月 日 （天候                     　　　　　　　）

第１槽

第２槽

第３槽

第４槽

第５槽

第６槽

第７槽

第８槽

第９槽

点　検　結　果

点検済証番号

次期点検年月日

備　　　考

立会い者氏名

認定番号

所 　 在

名　  称

電話番号
印

危険物取扱者免状印

注１ ： ガス加圧法による点検の場合は、様式第33号及び様式第34号を添付すること。
注２ ： 液体加圧法による点検の場合は、様式第35号を添付すること。
注３ ： 直接法による点検の場合は、非破壊試験の結果報告書を添付すること。
注４ ： この用紙の大きさは、日本工業規格A４とすること。

年 月 日まで

責任者:

槽

移第　　　　　　　　　　　号 移第　　　　　　　 　　　　号 移第　　 　　　　　　　　　号

号 第類第類第種 種第 号 類第種第 号

類第種第 号・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

KL   (液種：　　　　　　　　　　　　　　） 　異常:　　　・

号 検査行政機関名

１．単槽ガス加圧　　　２．多槽ガス加圧　　　３．液体加圧法　　　４．直接法

有

有

有

有

有

有

有

有

有

株式会社　○○石油輸送 令和 1 10 11

株式会社ナガノ計装

長野県上田市富士山2416番

0268-38-8353

第12345号

△△△株式会社

長野県上田市

長野県23456 平成 26 10 30

26000 8

堀内　匡之

0001

乙 4 02345

手塚　真太

0002

乙 4 02346

石川　安

0003

乙 4 02347

令和 1 10 10 晴れ

4

4

2

2

2

4

4

4

ガソリン

ガソリン

ハイオク

ハイオク

軽油

軽油

ガソリン

ガソリン

A-00123

令和 6 10 末

坂野　裕樹 乙 4 02300 有

無

無

無

無

無

無

無

無

無

様式第33号　 (第27条関係)

移動貯蔵タンク定期点検実施結果一覧表

＜移動貯蔵タンク定期点検実施結果一覧表 （ガス加圧法）＞

第１槽

第２槽

第３槽

第４槽

タンク検査済証 第                 　　　　　　号

第５槽

第６槽

第７槽

第８槽

第９槽

２０分後 多槽同時加圧６０分後

計測圧力 圧   力
降下量
   kPaゲージ圧

   kPa
絶対圧
  kPa
  abs.

平均温度
    ℃

補正圧力
    kPa
    abs.

平均温度
    ℃

基準槽
 との

圧力差
   kPa

点検年月日

漏えい
　の
有・無

年 月 日

回
目

１
回
目

2
回
目

3

注意事項

1：槽番号は、車両前方よりとする。
2：多槽同時加圧で２回以上に分けて試験を実施した場合は、同時に実施した槽について多槽同時加
  圧欄に○印をつけ、基準槽については◎印とすること。
3：補正圧力とは、計測圧力に必要な温度補正を加えたものをいう。
4：圧力降下量とは、20分後の計測圧力と60分後の補正圧力との差をいう。
5：基準槽との圧力差とは、圧力降下量が最も少ない槽を基準槽としたときの各槽との圧力差をいう。

点検実施者

槽番号

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

無

無

無

無

無

無

無

無

有

有

有

有

有

有

有

有

有

令和 1 10 10

23456

121.513

122.198

121.365

121.988

121.493

122.170

121.490

122.198

24.10

24.21

24.07

24.09

24.28

24.18

23.98

24.21

19.483

20.168

19.335

19.958

19.463

20.140

19.460

20.168

24.17

24.27

24.12

24.16

24.36

24.28

24.16

24.27

121.523

122.195

121.358

121.919

121.486

122.156

121.471

122.195

◎

○

○

○

○

○

○

○

-.010

0.003

0.007

0.069

0.007

0.014

0.019

0.003

0.000

0.013

0.017

0.079

0.017

0.024

0.029

0.013

株式会社ナガノ計装

様式第34号　(第27条関係)

移動貯蔵タンク定期点検実施データ表及び経過表

＜移動貯蔵タンク定期点検実施データ表　（ガス加圧法）＞

第        　　槽    　容量：         　　　KL 液種：

１０分前

確認時

 ０ 分

タンク検査済証 第                 　　　　　　号

　５分後

１０分後

１５分後

２０分後

２５分後

３０分後

３５分後

４０分後

４５分後

５０分後

５５分後

６０分後

＜移動貯蔵タンク定期点検実施経過表　（ガス加圧法）＞

計測圧力

ゲージ圧
    kPa

 絶対圧
kPa  abs.

点検年月日

補正圧力
   kPa
     abs.

年 月 日

上部温度
    ℃

下部温度
    ℃

平均温度
    ℃

注：計測時間が１０分前、確認時の欄には、予備試験データを記録すること

補正圧力
kPa abs.

平均温度
    ℃

 ０

１ １ ０

点検実施者

５０

１ ２ ０
４０
４５

１ ２ ５

１ ０ ５

１ １ ５
２０

３０

１５

３５

２５

１０
　５

-１０ 
-５
　０

分

計測時間

６０２５２０１５１０ ５５０５５４０４５３０３５

平均温度 補正圧力

1

令和 1 10 10

23456

4 ガソリン

-.678

-.678

101.343

101.343

101.343

101.347

23.80

23.79

23.69

23.68

23.74

23.73

19.433

19.445

19.455

19.473

19.483

19.490

19.495

19.513

19.525

19.545

19.563

19.585

19.583

121.463

121.495

121.495

121.493

121.513

121.530

121.525

121.513

121.505

121.545

121.553

121.565

121.553

121.460

121.494

121.494

121.494

121.513

121.528

121.520

121.506

121.492

121.528

121.529

121.536

121.523

24.10

24.10

24.10

24.10

24.10

24.12

24.13

24.13

24.16

24.17

24.19

24.21

24.21

24.11

24.11

24.10

24.10

24.10

24.10

24.10

24.10

24.11

24.12

24.13

24.13

24.13

24.11

24.10

24.10

24.10

24.10

24.11

24.11

24.12

24.13

24.14

24.16

24.17

24.17

株式会社ナガノ計装

通信 
RS-485コネクタ

電源モニタ
（内部）

電源スイッチ
・ブレーカ
ON時点灯

止弁
供給圧 開閉

通信モニタ
通信時点灯

非常停止ボタン
ON時点灯

元圧
圧力計 0～1MPa

タンク供給圧
圧力計 0～0.1MPa

タンク供給圧
設定減圧弁

元圧設定
減圧弁

正 面 背 面

電源入力
100VAC
max.5A

供給圧力口
max.1MPa

排気口

電源出力 コンセント
100VAC
max.2A

センサ入力
タンク各槽

タンク圧力
供給口
タンク各槽

※5槽用は、6～8槽のセンサ入力・
　タンク圧力供給口はありません。（8槽用）

290mm

45
0m
m

570mm



形番構成 ご用命に際しては、形番、各仕様をご指定ください。

形　番

③②①タンクインスペクタⅡ

モデルNo.

N Z 8 4

NZ84

【標準仕様】
形態 ： トランク型 試験方法 ： 消防法規第３３号（平成１６年３月１８日付）
電源 ： 100V AC  移動貯蔵タンクに係る漏れの点検実施要領に基づいた
寸法 ： 570（W）×290（H）×450（D）mm  試験方法の中のガス加圧方法
質量 ： 約24kg（5槽用）、約26kg（8槽用）、約27kg（9槽用）

①形態 本体：計測モニタ部　5槽用

本体：計測モニタ部　8槽用

本体：計測モニタ部　9槽用

5

8

9
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TEL 03-5718-3281（代） FAX 03-5718-0238
計測器校正サービスセンター
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千葉営業所 TEL 0436-21-7899（代） FAX 0436-24-2388
大阪出張所 TEL 06-6266-2010（代） FAX 06-6266-2011
名古屋出張所 TEL 052-932-6333（代） FAX 052-932-8782
九州出張所 TEL 092-572-5067（代） FAX 092-572-5082
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このカタログの記載事項は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

http://www.nagano-keiso.co.jp
ナガノ計装 計測器校正サービスセンターは
「圧力」区分の「MRA/JCSS認定事業者」です。

＊ 計測モニタ部の付属品：各1個
 電源ケーブル（5m）、元圧ホース（5m）、通信変換器（中継ケーブル付）、センサ締付工具、取扱説明書、検査成績表

②ノートパソコン
 プログラム及び
 プログラムインストール、
 動作確認費用を含む

なし

HP製：HP ProBook（OS：Windows10 Professional）

お客様より支給のパソコンにプログラムをインストール

0

1

U

＊ ワイヤレスマウス、オフィスソフト：Microsoft Office Personal
＊ ＮＺ８４ 検査プログラム、事業者コード表プログラム、通信用ドライバはインストール済。
＊ ノートパソコンのメーカ、機種、仕様は変更になる場合が有ります。
 変更の場合は都度見積りとなります。

（ （

③プリンタ
   ドライバインストール、
   動作確認費用を含む

なし

CANON製：PIXUS カラープリンタ（プリンタケーブル 2ｍ付）

0

1

＊ プリンタのメーカ、機種、仕様は変更になる場合が有ります。
 変更の場合は、都度見積りとなります。

（ （

ナガノ計装 計測器校正サービスセンターは、認定基準としてJIS Q 17025（ISO/IEC 17025）を用い、
認定スキームをISO/IEC 17011に従って運営されているJCSSの下で認定されています。JCSSを運営
している認定機関（IAJapan）は、アジア太平洋認定協力機構（APAC）及び国際試験所認定協力機構
（ILAC）の相互承認に署名しています。

本器の機能、性能を維持するためには、定期的な点検・校正をお奨めします。
点検・校正は、当社計測器校正サービスセンターで行いますので、最寄りの営業所までお申し付けください。

JCSS 0143
Accredited
Calibration
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